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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
新
し
い
か
た
ち
の
日
本

語
補
習
校
「A

lto

」
が
９
月

に
開
校
す
る
。A

lto

は
「
Ｚ

会
・
栄
光
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
」
の
協
力
の
も
と
、
長
年
に

わ
た
り
日
本
で
蓄
積
さ
れ
て
き

た
対
面
指
導
の
経
験
と
知
識
、

良
質
の
教
材
を
活
か
し
た
高
品

質
の
教
育
を
提
供
す
る
新
し
い

か
た
ち
の
日
本
語
補
習
校
を
目

指
す
。

　
自
由
進
度
制
を
取
り
入
れ
、

一
つ
の
ク
ラ
ス
に
同
学
年
の
多

数
の
生
徒
の
前
で
一
人
の
教
師

が
授
業
を
す
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
目
的
に
合

わ
せ
た
個
別
学
習
を
進
め
て
い

く
の
が
特
徴
。
日
本
の
学
習
指

導
要
領
と
教
科
書
に
合
っ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
各
々

の
学
習
プ
ラ
ン
に
則
り
担
任
教

師
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
子
供
が

自
主
的
に
勉
強
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
異
学
年

混
同
ク
ラ
ス
を
採
用
し
、
お
互

い
に
協
力
し
学
び
あ
い
将
来
役

に
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
も
育
て
て
い
く
方
針
だ
。

ま
た
、
算
数
学
習
に
は
Ａ
Ｉ
を

取
り
入
れ
た
最
新
技
術
の
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
。「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
る
探
究

学
習
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
協
力

し
て
１
つ
の
課
題
に
取
り
組

み
、
勉
強
し
た
こ
と
が
将
来
ど

の
よ
う
に
役
に
立
ち
、
い
か
に

環
境
や
社
会
に
貢
献
す
る
か
を

学
ぶ
。
海
外
で
勉
強
す
る
子
供

た
ち
は
学
習
進
度
や
帰
国
時

期
、
進
路
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
た

め
、
そ
の
よ
う
な
多
様
性
に
対

応
し
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ
の

補
習
校
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
応
募
対
象
学
年
は

小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
。
授
業
は
９
月
か
ら
毎
週
土

曜
に
対
面
授
業
で
行
う
。
教
室

は
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
Ｚ
会
・
栄

光
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
レ
キ
シ
ン
ト

ン
街
３
７
０
番
地
18
階
）
を
使

用
す
る
。
開
校
に
あ
た
り
、
６

月
12
日
（
土
）
午
前
11
時
か
ら

正
午
ま
でZO

O
M

を
使
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
催

す
る
。
参
加
希
望
者
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト https://alto-edu.

com
 

か
ら
申
し
込
む
。
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル info@

alto-edu.com
 

ま
で
。

新
し
い
か
た
ち
の
補
習
校

６
月
12
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
校
説
明
会

Alto

　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
を
希

望
す
る
高
校
生
と
そ
の
親
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ト
リ
・
カ
レ
ッ

ジ･
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
６
月

12
日
（
土
）
午
後
２
時
と
午
後

９
時
か
ら
の
２
回
約
１
時
間
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
米
大
学

出
願
過
程
に
お
け
る
最
新
情

報
」
と
題
し
た
無
料
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
り
大
学
の
入
学
審
査
基

準
や
志
願
者
の
動
向
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
た
め
、
志
願
者
が

留
意
す
べ
き
点
を
解
説
す
る
。

後
半
は
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

答
え
る
。
講
師
は
カ
レ
ッ
ジ
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
伴
里
美
氏
。

　
両
セ
ミ
ナ
ー
は
同
じ
内

容

な

の

で
、

参

加

希

望

者

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

satoricolleg
eplan

n
in

g
.

com

の
「
お
問
い
合
わ
せ
」

の
フ
ォ
ー
ム
に
希
望
の
時
間

（
午
後
２
時
ま
た
は
午
後
９
時

ど
ち
ら
か
）
を
書
い
て
申
し
込

む
。
定
員
は
各
50
人
。

米大学の出願
オンラインセミナー
サトリカレッジ・プランニング

　
立
命
館
大
学
「
帰
国
応
援
」

入
試
説
明
会
が
６
月
６
日
（
日
）

午
後
８
時
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
さ
れ
る
。
日
本
の
大

学
へ
の
進
学
を
考
え
つ
つ
、
国

際
水
準
の
学
び
を
求
め
て
い
る

人
の
た
め
に
、
立
命
館
大
学
と

海
外
大
学
で
相
互
に
学
び
な
が

ら
両
大
学
の
学
位
を
取
得
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。
主

に
紹
介
す
る
学
部
・
学
科
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
グ
ロ
ー

バ
ル
教
養
学
科
、
国
際
関
係
学

部
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
・
立
命
館

大
学
国
際
連
携
学
科
。
説
明
会

で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部

の
学
生
Ｍ
Ｃ
が
学
生
生
活
に
つ

い
て
生
の
声
を
届
け
る
ほ
か
、

質
疑
応
答
も
行
わ
れ
る
。

　
参
加
希
望
者
は
応
募
フ
ォ

ー

ムhttps://docs.google.
com

/form
s/d/e/1F
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か
ら
申
し
込
む
。

立
命
館
大
学

オ
ン
ラ
イ
ン
学
校
説
明
会

　
米
疫
病
管
理
予
防
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
５
月
28
日
、
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
更
新
し
、
参

加
者
全
員
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
完
了
し
て

い
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
の
マ
ス
ク
着
用
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
シ
ン
グ
確
保
は

義
務
付
け
な
い
こ
と

を
発
表
し
た
。 

　
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
当
初
発

し
て
い
た
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
で
の
感
染
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
し
て

は
、
規
制
が
厳
格
す
ぎ
る
と
い

う
批
判
の
声
が
高
ま
っ
て
い

た
。
こ
の
ほ
ど
12
〜
15
歳
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
で
、
条
件
の
緩
和
に
至
っ

た
。 

同
セ
ン
タ

ー
は
、
す
べ
て
の

参
加
者
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
っ
て

い
な
い
場
合
、
お

よ
び
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
12
歳
以
下

の
参
加
者
の
受
け

入
れ
に
は
、
屋
内

と
屋
外
の
密
に
な

り
や
す
い
状
況
で

は
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
人
数
制
限
や

ウ
イ
ル
ス
感
染
検
査
を
含
む
基

本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
図
る

よ
う
求
め
て
い
る
。 

サマーキャンプは

ワクチン接種条件

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
濟
藤
和
彦
校
長,

、
生
徒
数

３
０
５
人
）
幼
稚
部
は
、
５
月

23
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
親
子
ピ
ク

ニ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
各
家
庭
の

庭
先
で
○
×
ゲ
ー
ム
、
ス
ナ
ッ

ク
タ
イ
ム
や
親
子
紙
飛
行
機
レ

ー
ス
、
広
げ
た
新
聞
紙
の
上
に

親
子
で
乗
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で

負
け
る
と
紙
を
半
分
に
折
っ
て

い
く
と
い
う
新
聞
紙
じ
ゃ
ん
け

ん
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ
た
。

一
挙
に
訪
れ
た
夏
ら
し
い
天
気

の
屋
外
で
、
家
族
皆
で
の
び
の

び
と
過
ご
し
、
楽
し
い
ひ
と
時

と
な
っ
た
。

オンライン親子ピクニック
幼稚部が親子で

プリンストン日本語学校

　
海
外
子
女
・
帰
国
子
女
教
育

の
振
興
の
た
め
に
幅
広
く
事
業

を
行
っ
て
い
る
公
益
財
団
法
人

の
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が

主
催
す
る
「
２
０
２
１
年
度 

帰
国
生
の
た
め
の
学
校
説
明

会
・
相
談
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
る
。
同
会
は
日
本

国
内
最
大
級
の
帰
国
生
の
た
め

の
学
校
説
明
会
で
、
毎
年
夏
に

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
一
時
帰
国
す
る
海
外
在
住

の
日
本
人
家
庭
ら
が
多
数
参
加

し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
蔓
延
防
止
の
観
点
か
ら
、

昨
年
度
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
企
画
を
開
催
し
国
内
外
か

ら
多
く
の
参
加
と
視
聴
が
あ

り
、
今
年
も
ま
た
昨
年
度
に
引

き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
開
催

と
な
っ
た
。

　
日
程
は
ま
ず
、
６
月
25
日

（
金
）
か
ら
７
月
31
日
（
土
）

ま
で
、
参
加
者
の
み
が
閲
覧
可

能
な
イ
ベ
ン
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
「
学
校
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う
予
定
。

学
校
紹
介
・
帰
国
生
の
コ
メ
ン

ト
動
画
、
質
疑
応
答
動
画
、
学

校
紹
介
資
料
や
学
校
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
そ
し
て
２
分
間
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
公
開
・
配
信
す

る
。
ま
た
、
財
団
の
教
育
相
談

員
や
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ

る
「
各
種
講
話
」
も
行
う
。

さ
ら
に
、
７
月
26
日
（
月
）
か

ら
30
日
（
金
）
ま
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
「
個
別
相
談

会
」
を
行
う
予
定
。
期
間
中
の

い
ず
れ
か
１
日
を
各
参
加
校
に

「
相
談
日
」
と
し
て
割
り
当
て
、

参
加
希
望
者
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
希
望
の
学
校
と
の
相
談
を

事
前
に
申
し
込
む
。
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
後
日
案
内
さ
れ

る
。
相
談
時
間
は
１
校
あ
た
り

15
分
。
各
学
校
と
参
加
者
と
が

１
対
１
で
話
し
合
え
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
参
加
費
無
料
。
申
し
込
み

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.joes.or.jp/k

ojin
/

koku
n

ai_setsu
m

eikai/
sanka

か
ら
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ルg-kokunai1@

joes.or.jp

（
情
報
サ
ー
ビ
ス

チ
ー
ム
、
学
校
説
明
会
・
相
談

会
担
当
）
ま
で
。

帰国生のための学校説明会・相談会
海外子女教育振興財団

6 月 25 日からオンラインで

「強さとは何か」を考える
ノースペン日本語学園

　フィラデルフィア郊外で
子どもたちの日本語教育を
行っているノースペン日本
語学園（ＰＡ州ノースウェ
ールズ）は５月 1 日、オン
ラインで「こどもの日特別
授業」を行った。
　特別授業では「強さとは
何か」に焦点を当て、成長
とともに身につける強さに
ついてさまざまな意見を出
し合った。
　昔話の三太郎（桃太郎・
金太郎・浦島太郎）それぞ
れが持つ強さについて考え
たり、「バラとタンポポは
どちらが強い？」など討論
を交えながらユニークな観
点で強さとは力だけではな
いことを話し合い、成長す
るうえで自分らしい強さを
身につけていくことの大切
さを学んだ。
　「バラは色が強いしとげ
もある」「タンポポはお世
話をしなくても咲く」など、
子どもたちの意見が飛び交
い、ディベートにつながる
気づきの時間となった。ま
た、なぜ五月人形やこいの
ぼりを飾るのかを歴史をた
どりながら学習し、祝日に
込められた思いを知った子
どもたちからは親に感謝す
る言葉が聞こえた。靴下を
用いた 5 月人形制作では、
子どもたちの想像力という
強さが発揮され、個性豊か
な人形が勢ぞろいし「強さ
とは何か」をいろいろな角
度から学ぶ機会となった。




